
プロティノスの
「有るものは同一のものでありながら、同時に全
体としていたるところに存在するということにつ
いて第一編」VI-4-(22)

1
1 魂が宇宙万有のいたると
ころにそなわっているのは、
はたして、諸物体の世界で
は魂がもともと部分に分け
られるようになっていて、万
有のもつ肉体が、一定の限
られた大きさのものである
からなのであろうか

3�それとも、魂
はそれ自身でい
たるところに偏
在しているので
あろうか
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4�魂は、物
体によって
宇宙万有内
に導き入れ
られたところ
にあるので
はない

5�物体は自分
よりも先に、魂
がいたるところ
に偏在している
のを見出すので
ある

5�だから、物体はど
こに置かれようと、
そこには魂があるの
を見出すのであっ
て、自分が宇宙万
有の部分内に位置
を占める以前に、魂
はすでにそこにある
のである

7�だからまた、
宇宙万有の肉
体は、全体とし
て、すでにある
魂のなかに置か
れることにもな
る

8�しかしながら、もし魂
がそれほどの広がりを
もっていて、（宇宙の）
広大な肉体が現れる前
に、すでにその広がりを
くまなく充足しているの
であれば、どうして魂が
大きさをもっていないこ
とがあろうか

9�それに、宇宙全
体が生じる以前に、
魂がその宇宙万有
のなかにあるという
のは、どういう意味
なのだろうか

10�事実、宇宙
万有は（魂の到
達以前には）ま
だなかったの
に…

11�それに、部分もなく
大きさもないと言われ
ている魂が、大きさをも
っていないにもかかわら
ず、宇宙万有のいたる
ところに偏在するなどと
いうことを、人はどうし
て受けいれることがで
きようか

13�「魂は物体
ではないけれど
も、物体のいた
るところに広が
っているのだ」と
人は言うかもし
れない

14�だが、そのばあ
いでも、付随的にで
はあるが、魂に大き
さを与えていること
になるから、右の難
問からの逃げ道を
開くことにはならな
いだろう

15�なぜなら、人は
ここでも同じように、
「魂は付随的にでは
あっても、いかにし
て大きさを与えられ
るのか」と尋ねるの
が、筋道というもの
だからである

16�というのも、事
実、甘さや色彩のよ
うな「性質」が物体
のすみずみにまで
いきわたっているよ
うにして、魂も物体
のすみずみにいきわ
たっているのではな
いからである

19�すなわ
ち、甘さや
色は物体の
パテー（性
状）なので
ある

19�だから、物体はその性
状を自らに付随する状態と
して全体的に所有している
のであるし、その状態は物
体のものなのであるから、
それ自体では決して存在
せず、物体に所属している
時にのみ識られるのである

21�だからこそ、どう
しても自らの属する
物体と同じ広がりの
ものともなるのであ
る

22�それに、「物体
の或る部分に属す
る白さが、別の部分
に属する白さと経験
をともにする」などと
いうことはないので
ある

23�さらに、白さの
ばあいには、それの
属する部分がたが
いに異なっていて
も、種においては同
じであるが、数にお
いては（たとえば白
さの大きさ）同じで
はないのである

24�だが、魂のばあ
いには、足にも手に
も数においては同じ
ものが内在している
のであって、それ
は、知覚がわれわ
れに示すとおりなの
である

26�つまり全般
的に言って、諸
性質のばあいに
は、同じものが
部分に分かれ
ているのが見ら
れるのである
が、

魂のばあいには、同じも
のが部分に分かれてい
るのではないけれども、
物体のいたるところに
偏在しているので、そ
のような意味では部分
に分かれていると言わ
れるのである

29�それでは、初めにもどって、こ
れらの問題との関連で、「魂は非物
体的なもので大きさのないもので
あるのに、物体の存在する以前で
あろうと物体内であろうと、どうして
最大限に広がりうるのは、われわれ
にとっては容易に納得のいくことで
あり、明白なことであるのかどうか」
を話していくことにしよう

31だが、おそらく、もし
諸物体の存在する以前
でも魂の偏在しうること
が明らかとなるならば、
諸物体が存在するばあ
いでもそのようなことが
起こりうることは、容易
に納得されるであろう

2
1 まことに、一方に
は真実の万有があ
り、他方にはその万
有の模倣としての、
この目に見える世
界というものがある
のである

3�さて、真なる
万有は、いかな
るもののなかに
もない

3�なぜな
ら、その真
なる万有よ
り先には何
もないから
である

4�これに対して、も
しその真なる万有
の後に何かがある
とすれば、その真な
る万有の後にあるも
のはすでにその万
有のなかにあるの
でなければならない

5�なぜなら、それは
完全に真なる万有
に依存しているから
であり、その真なる
万有なしには、とど
まることも動くことも
できないからである

6�というのも、もし
人がそのような宇
宙万有をあたかも
場所のなかに置くよ
うにして（真なる万
有のなかに）置くの
ではなくて

ーーその際、彼はその
場所をそれによって包
む物体のペラス（限
界）、もしくは、宇宙生
成以前にもあったし今も
ある虚空間なるものに
属する広がりと考えて
いるのであるがーー

真なる万有はあらゆる
ところに偏在してすべて
を所有しているがゆえ
に、目に見える万有は
真なる万有のうえにい
わば休むようにして憩う
ているから（真なる万有
のなかにある）とみなす
のであれば、

われわれは「場所」
という名前のカテー
ゴリア（範疇）にとら
われないで、思惟
でもって言われてい
ることを把握するよ
うにしなげればなら
ないからである

12�だが、われ
われがこのよう
に言ったのは、
他に期するとこ
ろがあるからで
ある

13�すなわち、かの
真なる万有は第一
位のものでもあり真
に有るものでもある
から場所を求めず、
一般に或るものの
なかにあることもな
いのである

14�だからこそ、真
なる万有は全体とし
て自己自身に欠け
るところは決してな
く、自己自身を充足
しきっているとともに
自己自身に等しきも
のとして有るのであ
る

16�つまり、
その万有の
あるところに
は、ただそ
の万有のみ
があるので
ある

16�なぜな
ら、その万
有がすなわ
ちそれであ
るからであ
る

18�なお、一般に、その
万有とは異なったもの
がその万有のなかに居
を構えているとすれば、
それはその万有を分取
し、その万有に出会い、
その万有から力を得て
いるのである

18�ただし、そのばあ
い、それは自分でその
万有を部分に分けるこ
とによって力を得るので
はなくて、自分からその
万有に近寄っていって、
自分自身のなかにその
万有を見出すことによっ
て、力を得るのである

20�というのも、
その万有が自
分自身から外に
出てしまうこと
はないからであ
る

21�つまり、有るも
のが有らぬものの
なかにあることは不
可能で、もしあえて
言わねばならないと
すれば、有らぬもの
が有るもののなか
にあるのである

22�それゆ
え、それは
有るものの
全体に出合
ったのであ
る

23�なぜなら、
その有るものが
自己自身から引
き裂かれること
は、不可能だっ
たからである

24�それに、「有
るものがいたる
ところにある」と
言うことは、明ら
かに、「有るもの
のなかにある」
ということを意
味しているので
ある

25�したがっ
て、有るも
のは自己自
身のなかに
あることにな
る

25�それに、い
たるところにあ
るものは有るも
ののなかにあ
り、自己自身の
なかにあるとし
ても、決して驚
くことではない
のである

27�なぜなら、
「いたるところに
あるもの」はす
でに、「一つにお
いてあるもの」
であるからであ
る

28�だが、われわれ
は「有るもの」を感
覚によって知られる
ものとみなすことに
よって、「いたるとこ
ろにあるもの」も感
覚によって知られる
ものとみなし、

その感覚によって
知られるものを大き
なものと考えて、
「かくも大きなもの
のなかに、どのよう
にしてあの知性的
なものが広がってい
るのか」と思い惑う
のである

30�だが、その「大きい」
と言われているもの（感
性的宇宙）は実際には
小さく、「小さい」と思わ
れているあのものが実
際には大きいのであっ
て、それは全体として
感性的宇宙のあらゆる
部分に広がっている

33�いや、むしろ、この
感性的宇宙は自己自
身のあらゆる部分でもっ
てあの知性的なものへ
と向かい、自分よりも大
きなその知性的なもの
の全体をいたるところで
見出すのである

34�かくして、感
性的宇宙がそ
の広がりにおい
てとらえること
のできるものは
知性的なもの以
外にはなかった
ので

ーーもしそうで
なかったら、感
性的宇宙は万
有の外にさえ達
したことであろう
ーー

その知性的なものをめぐりなが
ら走ることを欲したのであって、
それを取り囲むこともできなけ
れば、そのなかにはいっていく
こともできなかったから、それと
隣接することによって保持しう
る場所と立場を得ることで満足
したのである

37�というのも、
知性的なものは
感性的宇宙に
そなわってお
り、かつまたそ
なわっていない
からである

38�なぜなら、あの
知性的なものは、た
とえ或るものがそれ
にそなわろうとして
も（これを受け入れ
ることなく）、それ自
体で存在している
からである

39�ーーかくし
て、万有の肉体
（感性的宇宙）
は、どこに歩み
寄ろうと、そこに
おいて万有を見
出すことになる
のである

40�したがって、
万有の肉体は、
もはや先へと進
んで行く必要は
なく、同じところ
で回転すること
になるのである

41�だからこそ、万
有の肉体が自己自
身のどの部分であ
の知性的なものの
全体を享受しよう
と、そこにあの万有
のすべてがあること
になるのである

43�すなわち、あの万有それ自体が場
所のなかにあったのであれば、その肉
体は、その場所に直進していってそれ
に到達し、自分のいろいろな部分で、
あの万有のいろいろな部分に触れる必
要があったであろうし、そのばあいに
は、その肉体のそれぞれの部分は、あ
の万有から遠くは慣れていたり、近くに
あったりすることにならなければならな
かったであろう

46�だが。あの万有との
接触には「遠くから」も
「近くから」もまいのであ
れば、もしまことにあの
万有が（肉体の諸部分
に）そなわっているとす
ると、それは全体として
そなわっていることにな
らねばならないであろう

48�そして事実、あの万
有は感性的なもののそ
れぞれの部分にそなわ
っているのであり、自分
を受けいれることのでき
るものには、近くからで
も遠くからでもなく、そ
なわっているのである

3
1 するとわれわれ
は、はたして「その
真なる万有そのも
のが直接そなわっ
ている」と言うべき
であろうか

2�それとも、「その真なる万有
そのものはそれ自体としてとど
まっているのであるが、それか
ら発する力が（感性界なもの
の）すべてにいきわたっており、
そのような意味で、その真なる
万有がいたるところに偏在して
いると言われるのである」と言う
べきであろうか

3�というのも、彼らはそのような
意味で、「魂はいわば光線のよ
うなものである。だから、真なる
万有は自己自身のなかに居場
所をもっているのであるが、魂
はそこから送り出されて、それ
ぞれの生きものに及んでいるの
である」と言っているからである

6�まことに、「感性的なものの
ばあいには、『一』は、あの真な
る万有そのもののもつピュシス
（本質）のすべてを保持してい
るわけではないから、そこにお
いては、その一は、真なる万有
の力として、そなわるものにそ
なわっている」のである

8�しかしながら、た
とえそうであって
も、あの真なる万有
がまったくそなわっ
ていないというわけ
でもない

9�なぜなら、そのば
あいでも、あの真な
る万有は、感性的
なものに与えた自
己自身の力から切
り離されてしまって
いるわけではないか
らである

10�むしろ、その真
なる万有は全体とし
てそこにあるのであ
るが、それを受け取
ったものが、それ相
応にしか受け取るこ
とができなかったの
である

11 それで、そ
の力のすべて
があるところに
は、明らかに、
真なる万有その
ものがあるので
ある

12�ただし、
それは超絶
したものとし
て、そこにあ
るのである

13�なぜなら、もしそれが
特定のものの形相であった
なら、それはすべてである
ことも、それ自身においてい
たるところに偏在することも
やめてしまって、付帯的に
自己以外のものに属するに
すぎなかったであろうから

14�だが、真なる万
有は、たとえそれに
属することを欲する
いかなるものにも属
してしまうことはなく
ても、できるだけそ
れを欲したものの
近くにくるのである

15�しかしそ
れは、それ
を欲したも
のの持ちも
のとなって
しまうことは
ない

16�つまりそれ
は、それを欲し
たこのものの持
ちものとなるこ
ともなければ、
他のものの持ち
ものとなること
もないのである

17�してみると、
真なる万有が、
右に述べたよう
な意味で、すべ
てに内在してい
るとしても、決し
て不思議なこと
ではないであろ
う

18�なぜなら、その
真なる万有は逆に
特定のいかなるも
のにも、それら特定
のものの持ちものに
なるという仕方で内
在することは、決し
てないからである

19�それゆえに
また魂も、その
ような意味で、
付帯的にではあ
るが、肉体と歩
調を合わせると
言っても、奇妙
なことではない
であろう

20�ただし、人が、「魂はそ
れ自体で存在していて、素
材のものとなることもなけr
ば肉体のものとなることも
ない」ことを認め、肉体は
（魂に）いわばすみずみにわ
たってくまなく照らされてい
るのであれば、のことであ
るが…

24�他方、「あの真
なる万有は場所の
なかにいないのに、
場所のなかにある
すべてのものにそ
なわっている」とし
ても、驚くべきこと
ではないであろう

25�まことに、その反対のことのほう
が、すなわち、もしあの真なる万有が
自分でも固有な場所をもっていて、他
の場所のなかにあるものにそなわって
いたとしたら、あるいは全体としてそな
わっていたとしたら、しかも、そのうえ、
われわれの言っているような仕方でそ
なわっていたとしたら、そのほうが驚く
べきことだったであろう

27�いや、驚
くべきことど
ころか、そん
なことは不
可能だった
であろう

27�だが、実際には、ロゴス（言
論）の告げるところによると、そ
の真なる万有は場所をもっては
いないのだから、それのそなわ
っているものには全体としてそ
なわっているのが必然であり、
そしてあらゆるものにそなわっ
ているのだから、それぞれのも
のに全体としてそなわっている
のが必然なのである

30�もしそうでなけ
れば、それの或る
部分はここにあり、
別の部分は別のと
ころにあることにな
って、つまるところ、
それは分割可能な
ものであることにな
り、物体であること
になるであろう

31�（それはあり
得ず）というの
も、いったい、あ
なたはまたどの
ようにして、そ
れを分割するの
であろうか

32�はたし
て、あなた
が分割する
のは、「生
命」なので
あろうか

31�だが、もし
それの全体が
生命であれば、
その部分は生
命でないことに
なるであろう

33�それでは
「知性」を分割し
て、或る知性は
ここにあり、別の
知性は別のとこ
ろにあるというよ
うにするのであ
ろうか

34�しかし、
それらはい
ずれも知性
ではないこ
とになるで
あろう

35�では、そ
れの「ト・オ
ン（有）」を
分割するの
であろうか

35�しかし、
もしそれの
全体が有と
してあるの
であれば、
それの部分
は有ではあ
いことになる
であろう

36�それでは、もし
人が、「物体も部分
に分けられるもので
あり、しかも、それ
の持っている部分も
物体である」と言う
としたら、どうであろ
うか

37�だが、分割が行
なわれるのは物体
ではなくて、これこ
れほどの物体なの
であるし、その物体
の各部分は、それ
にしたがって「物体」
となるところの「形
相」ゆえに「物体」と
呼ばれるのである

38�だが、その形相
は或る特定の「これ
これほどの」をもっ
ているのではない
し、かといって、何ら
かの意味で「これこ
れほどの」であるの
でもないのである

4
1 では、もし有るものが一つでいた
るところにあり、しかも同じ種に属す
るものという意味でいたるとこにあ
るのではないとすれば、そして知性
も一つであり魂も一つであるとすれ
ば、有るものが一つであり多である
ことを（プラトンは）どのような意味
で言っているのであろうか

4�というのも、
宇宙の魂と個別
的なものの魂と
は異なっている
からである

4�これらのことは反証となるよ
うに思われるし、それに、すでに
述べられた事柄が何らかの必
然性をもっていたとしても、そ
れらは、「そのような意味で一
つのものが同じものとしていた
るところにあるということは信じ
難い」と思っている魂を説得す
る力を持っていないのである

7�というのも、
「たとえそこから
分割が行なわ
れても、それは
少しも減ること
はない」という考
えのもとに全体
者を分割したほ
うが、

あるいはもっと適切なことはを使う
なら、全体者から産出が行なわれ
ても、産出者としての全体者はそ
れ自体で（とどまって）あることを認
め、他方では、それからいわば部分
として生じたものーー個別的な魂
ーーが万物を満たしているとしたほ
うが、おそらく、よりよいであろうか
ら

11�しかし、「或るものが全
体として同時にいたるとこ
ろにそなわっている」という
ことは常識にはずれている
と思われるから、あの有る
ものはそれ自体でとどまっ
ている（と考える）のであれ
ば、魂たちのばあいにも、同
じことが言えるであろう

13�なぜなら、諸物体の全体に
全体として宿っていると言われ
る魂などはないのであって、魂
たちは部分に分けられるか、あ
るいは物体の或る個所に全体
としてとどまりながら自分たち
の力を物体の諸部分に与える
かの、いずれかであろうからで
ある

15�そして物体に宿
る魂たちの諸々の
力についても、全体
としていたるとこに
あるのかどうかとい
う、魂のばあいと同
じ問題が生じるであ
ろう

17�そしてさら
に、物体の或る
部分は魂をもつ
けれども、別の
部分はその力
のみをもつこと
にもなるであろ
う

19�しかし、魂
が多であり知性
が多であること
を、そして有る
ものが一つであ
り多であること
を、どのようにし
て説明すればよ
いのであろうか

20�それにまた、諸々の
有るものは<より先のも
の>から大きさとして発
出してくるのではなく、
数（として、例えば一か
ら多が発出するように、
区別されたもの）として
発出してくるのであれ
ば、

同じような難問
が、すなわち、
それらがどのよ
うにして（感性
的な）宇宙万有
を満たすのかと
いう難問が生じ
るであろう

22�してみると、より
先のものからのそ
のような意味での
多の発出という考え
によっては、難問解
決への途を見出す
ことは不可能である
ことになる

23�ところが、われ
われは、「有るもの
は『異』によって多
なのであって、『場
所』によって多なの
ではないこと」に同
意してもいるのであ
る

24�つまり、有る
ものは、たとえ
そのような意味
では多であって
も、そのすべて
が一挙にあるの
である

25�なぜなら、「有るものは
有るものに密接していて
（パルメニデス『断片』B8, 
25）」、「すべてが一挙にあ
る」のであり、知性は「異」に
よって多なのであって、「場
所」によって多なのではな
く、そのすべてが一挙にあ
るからである

27 するとは
たして、魂も
そうなので
あろうか。た
しかに、魂も
そうなので
ある

28�なぜなら、「魂の諸
物体にかかわる可分的
な部分」も、その本性に
おいては不可分である
と言われているからで
あり、諸物体は、それら
にその魂という自然原
理がそなわる時に、

いや、むしろ諸
物体のほうがそ
の自然原理の
なかにはいって
いった時に「大
きさを持つ」と言
われているから
である

30�そして、諸物体のあらゆる
部分に魂という自然原理が映し
だされるばあいに、それらは諸
部分に分けられたものとしてあ
ることになるのであって、その
限りにおいて、そのような意味
で、諸物体にかかわるその自
然原理は可分的であるとみな
されたのである

32�つまり、「その自然原理は
物体の諸部分と一緒に分けら
れているのではなくて、全体と
していたるところにある」という
事実が、「その自然原理（という
魂）の一つで実際に不可分であ
ること」を明らかにしているので
ある

35�それゆえ、
有るものの一つ
であることが有
るものの多であ
ることを排除す
ることがないよ
うに、

魂の一つであることが魂の
多であることを排除するこ
ともなく、またそこにおいて
は多が一と争うこともない
し、生命の多によって諸物
体を充足しなければならな
いのでもなく、また物体の
大きさゆえに魂の多が生じ
るのでもなくて、

むしろ「諸物体
のある以前に、
魂は多であり一
でもある」と考え
ねばならないの
である

39�というのも、
多なる魂は、そ
のそれぞれが
すでに全体のな
かに可能態とし
てではなくて、
現実態として含
まれているから
である

キリスト教
に転用可
能である

41�なぜなら、全体とし
て一なる魂が、自己自
身のなかに多なる魂の
あるのを妨げることもな
いし、また多なる魂が、
その一なる魂（の一で
あること）を妨げることも
ないからである

42�なぜなら、多な
る魂は別々に分か
れているのではなく
ても別々であり、そ
れぞれが質を異に
せずして相互にそ
なわりあっているか
らである

43�すなわち、多くの諸知
識が一つの魂のなかに宿っ
ているのではないように、多
くの魂はたがいに境界でも
って区別されてあるのでは
ないのであって、一つの魂
も、自己自身のなかにすべ
ての魂を持っているような、
そのような魂なのである

45�そのような自然
原理は、以上に述
べたような意味で
無限なるものである

5
1 魂について言わ
れる「大きい」も右の
ように解されねばな
らないのであって、
嵩のばあいの「大き
い」と解されてはな
らないのである

2 なぜなら、嵩のば
あいの「大きい」は、
小さいのであって、
もし人がこれを取り
去っていけば、しま
いには何もなくなっ
てしまうからである

3�だが、魂の
「大きい」は、こ
れを取り去るこ
ともできないし、
たとえ取り去っ
ても、魂が欠け
るところのある
ものとなること
もないであろう

4�もし本当に「欠け
るところのあるもの
となることがない」
のであれば、魂が
或るものから離れさ
ってしまうのではな
かろうかと恐れる必
要など、どうしてあ
ろうか

5�というのも、魂は
欠けるところのある
ものではなくて、流
れ去ることもなし
に、永遠に存続して
いるものであるの
に、どうしてそれが
離れ去っていくので
あろうか

6�魂が流れ去
るものであれ
ば、流れ去るこ
とのできる限り、
どこまでも流れ
て行くであろう
が、流れ去るこ
とのないもので
あれば

ーー魂は流れ去るもの
でもなければ、流れ去
っていくところをもっても
いないのである。なぜ
なら、魂あh宇宙万有を
保持しているのである
から、いや、むしろ魂自
身がその万有であるか
らであるーー

そして物体の類いよりも
大きいものであるとすれ
ば、「それが宇宙万有
に与えるものはわずか
で、宇宙万有がそれか
ら運ぶことのできる程
度のものに限られる」と
考えるのが妥当であろ
う

10�それで人は、あのもの
（有るもの）を（宇宙万有）よ
り小さいと言ったり、嵩にお
いてより小さいとみなして、
より小さなものが自分より
大きなものに広がっていくこ
とは不可能であると疑問を
投げかけたりしてはならな
いのである

13�なぜなら、
（有るものに）
「より小さい」を
述語づけるべき
でもなければ、
嵩のあるものを
嵩のないものと
くらべて測定す
べきでもなく

ーーなぜなら、
そのようなこと
をするのは、医
術が医者の肉
隊よりも小さい
と言うのに似て
いるからである
ーー

また同様に有る
もの（魂）の「よ
り大きい」を量の
尺度で考えるべ
きでもないから
である

17�なぜなら、
医術のばあいに
も、そのような
意味で「大き
い」、すなわち
「肉体より大き
い」などと言って
はならないから
である

19�なお、小さな嵩（の
肉体）に広がっていた同
じ魂が、その嵩が（成長
によって）より大きなも
のとなっても、そのすみ
ずみにまで達しているこ
とも、魂の「大きい」に対
する証拠ととなるであろ
う

20�なぜなら、
もし人が魂にも
嵩を付け加える
ならば、多くの
点でおかしなこ
とになってくる
からである

6
1 では、なぜそ
の魂は、他の物
体にもやって来
ないのであろう
か

2�もし可能であ
れば、他の物体
のほうが向かわ
ねばならないの
である

2�だが、す
でに別の物
体がその魂
に到達して
これを受け
いれ、所有
しているの
である

3�では、どうであろ
うか。他の物体が自
分でも魂を持ってい
るとすると、他の物
体は、別の物体の
持っている魂と同じ
魂を持っているので
あろうか

4�むろん、そう
である。他の物
体の所有する魂
と別の物体の所
有する魂とは、
どの点で異なっ
ているのであろ
うか

4�もし両者が異
なっているとす
れば、その異な
りは、明らかに
後から付け加え
られたものによ
るのである

5�次に、どうし
て足と手には同
じ魂が宿ってい
るのに、宇宙万
有のこの部分と
あの部分には同
じ魂が宿ってい
るのではないの
であろうか

7�もし感覚
が異なれ
ば、生ずる
タ・パテー
（経験）も異
なると言わ
ねばならぬ

8�しかし、判定
されるもののち
がいであって、
判定するものの
ちがいではない
のである

9�判定するものは、経
験が異なっても同じ判
定者としてとどまってい
るのであって、むろん、
そのばあいには、作用
を受けるのはその判定
者自身ではなく、これこ
れ様の肉体の類いなの
である

11�それは、わ
れわれのなか
の同じ判定者
が、「指に快が
あり、頭に苦痛
がある」と判定
するのに似てい
るといえよう

14�では、な
ぜ一方の魂
の下した判
定に、他方
の魂が気付
かないので
あろうか

14�それは、
「判定であっ
て経験では
ない」からで
ある

15�それに、判
定を下した魂
は、自分で「判
定を下してい
る」とは言わず
に、ただ判定を
下しただけなの
である

16�というのは、われwれの
ばあいでも、たとえ視覚と
聴覚が判定を下したとして
も、視覚は聴覚に話すこと
はなく、両者に推理が働く
のみだからであって、その
推理の働きは、視覚や聴覚
とは別の働きなのである

19�だが、その
推理が別のもの
においてなされ
た判定を知り、
他のものの経験
に気付くことも
よくあるのであ
る

20�しかしこの
件については、
すでに他のとこ
ろでも述べられ
たのである

7
1 しかし、同じ
ものがすべての
ものに及んでい
るのは、どうして
なのであろうか

2�再びこの問題
を取りあげるこ
とにしたい

3�だが、この問題は、
「多くの感性的な事物
は、それぞれがいろい
ろなところにあるにもか
かわらず、どうして同じ
ものにあずかっているの
か」という問題に置き換
えることができる

4�なぜなら、すでに述
べられたことからして、
あの真に有るものを多
に分割するのではなく
て、むしろ<諸部分に分
かれて多となっているも
のども>を一つへともど
していくのが正しいから
である

6�つまり、あの真に有るもの
が多へとやってきたのでは
なくて、<部分に分けられて
いるものども>があちこちに
散らばっているから、それら
の多が<あの真に有るもの
>もばらばらになっていると
われわれに思わせているに
すぎないのであって、

それはたとえ
ば、支配し統轄
しているものを
支配されている
ものと等しくな
るように分割し
ていくのに似て
いるといえよう

10�むろん、手でさ
え、物体の全体を
支配することは可能
であろうし、何ペー
キュスもある長い木
材を支配することも
その他の物体を支
配することも可能で
あろう

11�しかし、手に
宿る（魂の）支
配力がすみず
みに及んでいる
のである

12�にもかかわ
らず、その力
は、その手によ
って支配されて
いる物体と等し
くなるように分
割されているの
ではないのであ
る

13�なぜなら、その手に宿る力は、思う
に、自己の触れる大きさのすみずみに
まで及んでいるのであるが、しかしそ
れにもかかわらず、その手は自己自身
の大きさによって限定されているので
あって、（手によって）持ちあげられて支
配されている物体の大きさによって限
定されているのではないからである

15�そしてさらにその支配さ
れている物体に別の長さが
加えられ、手がそれを運ぶ
ことができるばあいには、そ
の手に宿る力は、その物体
の持つ部分と等しい部分に
分けられることなしに、その
物体をも支配するのである

19�では、
「手の肉体
の嵩は取り
除かれた」
と仮定して
みよう

19�だが、そのばあ
い、以前にその手の
なかにあって、以前
もその肉体の嵩を
支えていた力のほう
は同じ力として残っ
ているとすれば、ど
うなのであろうか

20�その力は分割さ
れないものなので
あるから、以前と変
わらぬものとして、
同じように部分全体
に及んでいることに
なるのではなかろう
か

23�それでは、「円の中心のよ
うな小さな光る嵩がある」とした
うえで、そのまわりにより大きく
て透明な球状の物体を置き、
「この外側の嵩には他から自分
を照らす輝きがないので、内部
の光がそれを取り囲んでいる
外側の物体の全体に輝きわた
っている」としてみよう

25�はたしてわれわれは、
「あの内側の光それ自体は
少しも影響を受けずにとど
まりながら、外側の嵩のす
みずみに広がり、あの中心
にある小さな嵩のなかに見
える光が外側の嵩を占有し
ている」と言わないのであろ
うか

30�してみ
ると、その
光はあの小
さな物体の
嵩から発し
たのではな
かったのだ
から

ーーというのも、その小
さな嵩は、物体である
限りにおいて光を持って
いたのではなくて、輝く
物体である限りにおい
て、すなわち物体では
ない別の力によって、光
を持っていたのだから
であるーー

さあ、それでは、もし人
がその（小さな）物体の
嵩を取り去って、光り輝
く力だけを残しておくば
あいには、はたして君
は、なおも「その光が特
定のところにある」と言
えるであろうか

35�おそらくそ
の光は、外側の
球にも全体にわ
たって、等しくい
きわたっている
のではなかろう
か

36�だが、あなたは、もはやそ
の光が以前にどこにあったのか
を思考でもって確実にとらえる
こともできなければ、どこから来
たのかもどこへ行くのかも言う
ことができず、その問題をめぐ
って途惑いながら行き詰まって
しまうことであろう

38�けれども、あな
た自身は、その球
状の物体のいろい
ろなところに注目し
て、その光が同時
に存在しているのを
知ることになるであ
ろう

39�なぜなら太陽のばあいでも、あ
なたはその太陽のもつ物体に目を
向けることによって、大気のすみず
みに輝きわたっている光がどこから
きたかを言うことはできるであろう
が、しかしそれでも、同じ光がいた
るところにいきわたっていて、しかも
それが部分に分けられていないの
かを知るからである

42�そして<光の遮断>
は、<その光が光源か
らの方向と反対方向へ
進むことを許さないこと
>を示しているけれど
も、しかし<その遮断が
光を分割しないこと>も
示しているのである

44�したがってまた、も
し太陽が物体を離れた
純粋な力としてあるの
であったら、しかも光を
提供したのであったら、
その光には源となる場
所もなかったであろう
し、あなたがその場所
を言うこともできなかっ
たであろう

46�つまり「その光
は一つの同じものと
していたるところに
ある」のであるから、
その光には始まりも
なければ出発点も
なかったであろう

8
1 ところが実際には、そ
の光は物体のものであ
り、あなたはその物体
のあるところを言うこと
ができるのであるから、
その光がとこからきてい
るかを言うこともできる
のである

2�だが、もし或るものが<素材
のないもの>で<本性において
すべての物体に先立つもの>で
あるから、いかなる物体も必要
とせず、それのみで自己自身
のなかに居を構えているのであ
れば、いや、そのような居場所
さえもまったく必要としないの
であれば、

これこそ、そのよう
なあり方をしている
がゆえに自らの発し
た源を持たず、特
定の場所から出た
のでもなければ特
定の物体に属する
ものでもないことに
なる

7�とすれば、あなた
は何を根拠にして、
それの或る部分は
ここにあり、別の部
分はあそこにあると
言うのであろうか

8�もしそのようなこ
とが言えるとした
ら、それは自らの始
発点を持ってもいる
し、しかも或る特定
のものに属するもの
でもあることになる
だろう

10�してみると、「或るもの
がそれを分取するばあいに
は、全体の力をあげてそれ
を分取するのであるが、そ
れが影響を受けて他の何ら
かのことをこうむったり、部
分に分けれあれてしまった
りすることはない」という説
が残されることになる

12�なぜなら、たとえ付随
的にであろうと、「影響を受
けること」は<物体を持って
いるもの>に起こることだか
らであって、それゆえに<物
体を持っているもの>は<パ
テートン（影響を受けるも
の）>とか<メリストン（分割
されうるもの）>と呼ばれる
のである

14�なぜなら、
事実、<パトス
（性状）>や<エ
イドス（形状）>
のようなもの
は、物体そのも
のだからである

15�そこで、<いかなる物体
にも属さず、物体のほうが
それに属することを欲する
もの>そのものは、必然的
に<物体のいかなる影響を
受けることも、分割されるこ
とも決してありえないもの>
でなければならないことに
なる

17�なぜなら、分割
こそは物体の受け
る影響であり、しか
も物体が物体であ
る限りにおいて受け
る最初の影響でも
あるからである

18�だから、もし本
当に分割されるもの
が物体である限りに
おいて分割されるの
であれば、分割され
ないものは物体で
ない限りにおいて分
割されないものであ
ることになる

19�というのも、物
体でないものは大き
さも持っていないの
に、あなたはそれ
を、どのようにして
分割するのであろう
か

20�それゆえ、もしとにかく<大
きさを持っているもの>が<大き
さを持っていあにもの>を分取
するのであれば、これを分割す
ることなしに分取するのであろ
うし、もしそうでなければ、逆に
分取されるものも大きさを持っ
ていることになるであろう

23�それゆえ、もし
あなたがそれ（真に
有るもの）を「多に
内在する一」と言う
ばあいには、それを
<多となっているも
の>として述べてい
るのではない

24�あなたは多のな
かに同時にそれを
見るのであるから、
あの一に多のパトス
（性状）を帰属せし
めているのである

25�だが、
われわれは
「それが多
のなかにあ
ること」の意
味を、

「それは多のそれぞれに属
するものでもなければ、そ
れらの全体に属するもので
もない。あのものは自己自
身に属し、自己自身として
あるのである。そして自己
自身としてあるのであるか
ら、自己自身から奪われる
こともない」

というように
理解しなけ
ればならな
いのである

28�それに、それは
<感性的な宇宙と
同じほどの大きさを
持っているもの>で
もなければ、<その
宇宙の或る部分と
同じほどの大きさを
持っているもの>で
もないのである

30�要するに、
それは<これこ
れほどのもの
（量）>では決し
てないのである

30�いったい、ど
うしてそれが<
これこれほどの
もの>でありえる
のだろうか

31�「これこれほどの」は物
体に帰属せしめるべきであ
って、<非物体的なもので
物体とは別のものに属する
もの>には、決して「これこ
れほどの」を帰属せしめて
はならず、そこにはまた「こ
れこれ様の（質）」、もない
のである

33�してみると、
非物体的なもの
には「ト・プー（ど
こに）（場所）」も
ないことになる

34�したがって、
非物体的なもの
には「ここにやあ
そこに」もない

34�もしそうで
なければ、それ
には多くの<ブ
ー（場所）>があ
ることになってし
まうであろう

35�したがって、もし<トポ
ス（場所）に基づく分割>
が、分割されたものの或る
部分をここに、別の部分を
あそこにあらしめるのであ
れば、特定の場所を持って
いないものを、どのようにし
て分割すればよいのであろ
うか

37�したがって、<分割
不可能なもの>それ自
体は、たとえ多がそれ
を得ようと欲しても、
（決して物体のものとは
ならず）自己自身ととも
にあるのでなければな
らないことになる

39�それゆえ、
もし多（物体）が
それを欲するの
であれば、明ら
かに、それの全
体を欲すること
になる

40�したがって、
もし多がそれを
分取しうるので
もあれば、それ
は可能な範囲
内で、それの全
体を分取するこ
とになるであろ
う

この説明は
矛盾を含
むので展
開が困難
になる

41�それゆえ、それ
分取するものども
は、それをそれらに
固有のものとして持
っているのではない
から、それを分取し
なかったという意味
でそれを持つので
なければならないの
である

42�そうであっ
てこそ、それは
自己自身だけ
で全体としてと
どまりながら、
多のなかに全
体として現れる
のである

43�もしそれが全体とし
て現れるのでなけrば、
それはそれでなかたで
あろうし、多も自分の欲
するものを分取したの
ではなくて、自分の欲し
なかった別のものを分
取したことになるであろ
う

9
1 つまり、もし（真にあるものが分割
されて）その部分が個別的な物体
に全体として宿り、その各部分それ
自体がいわば第一位の立場を占め
ながら、他方ではそれぞれが切り
離されていたのであれば、第一位
のものは多数あることになり、それ
ぞれが第一位のものであることに
なったであろう

3�だが、もしそうで
あれば、何が（真に
有るものを）分割し
て多数の第一位の
ものとなし、それら
すべてが一体をな
してあることのない
ようにしたのであろ
うか

5�それらの
宿る物体が
それでない
ことは、確か
である

5�なぜなら、もしそ
れら第一位のものも
ほんとうに自分たち
の源としてのあの第
一位のものと類似し
ているのであれば、
それらが諸物体の
エイデー（形状）で
あることは不可能だ
ったからである

6�他方、もし<諸部分と言
われるもので、多に内在し
ているもの（すなわち分割さ
れた一）>が、それ（第一位
のもの）の力であったとした
ら、まず第一に、もはや諸
部分のそzれぞれが個別的
に全体であることにはなら
なかったであろう

7�次に、もしそれら
の力が（第一位のも
のから）切り離され
て後にしたのであ
れば、どのようにし
て（感性界の諸物
体内に）やってきた
のであろうか

10�ーーというのも、
もし本当にそれらの
力があの第一位の
ものを後にしたので
あれば、それは明ら
かに（感性界の）ブ
ー（或るところ）に行
くために後にしたの
だからである

11�ーーさらに、そ
れらの力はこの感
性界の物体のなか
にあっても、なおあ
の第一位のものの
なかにあるのであろ
うか、それともない
のであろうか

13�もしないのであれば、奇妙にも
あの第一位のものは劣ったものと
なり、以前に持っていた力を奪われ
てしまって無力なものとなってしま
うであろうし、それに、それらの力
は、自己自身の「うーしあー（有）」
から分離もしくは切り離されてしま
っているのに、どうして有ることが可
能なのであろうか

15�他方、もしそれ
らの力があの第一
位のもののなかに
も、それ以外のもの
のなかにもあるので
あれば、この感性界
には、それらの力の
全部があるか、一
部があるかの、いず
れかであろう

17�しかし、
もし一部が
あるのであ
れば、あの
世界に残り
の部分があ
ることになる

18�他方、もし全部があ
るのであれば、あの世
界にある力が分割され
ずにこの世界にもあるこ
とになって、再び「同じ
ものが分割されずにい
たるところにある」ことに
なるであろうし、

もしそうでなければ、
「諸々の力が個別的な
全体のそれぞれであっ
て多を構成し、しかもそ
れらの力はたがいに同
じようなものである」か
ら、「それぞれのウーシ
アー（有）に（それぞれ
一つの）力が結びつい
ている」ことになるか、

あるいは、「有と
結びついている
力は一つだけ
で、他の力はた
だそれのみであ
る」ことになるで
あろう

24�しかしなが
ら、「力」なしで
は「有」もないよ
うに、「有」なし
では「力」もあり
えないのである

25�なぜなら、あの
世界では「力」はヒ
ュポスタシス（存立
原理）であり「有」で
あるからーーあるい
は「有」よりも高度の
ものであるからーー
である

26�なお、明るい光から出
た光がその光源となってい
る光より暗くなっているよう
に、あの第一位のものに由
来する諸々の力は音ってい
て漠然としているから、あの
第一位のものとは別で、ま
たそれらの力に結びついて
いる諸々の有も

ーーというの
は、有なし
には力が生
じえないか
らであるが
ーー

やはりそうで
あるとして
みよう

28�まず第一
に、たとえその
ような力のばあ
いでも、それら
がたがいにまっ
たく同種のもの
として生じてい
るのであれば、

それらが同じ力
としていたると
ころにあるのを
認めねばならな
いことになる
か、あるいはい
たるところに偏
在しているので
はなくても、

分割されていない同じ
力として、その全体が、
たとえば一つの同じ物
体内にあるばあいのよう
に、あらゆる部分に同時
に存在しているのを認
めねばならないことにな
るであろう

32�だが、もし
そうであれば、
なぜその力が
宇宙全体のす
みずみにいきわ
たっていないこ
とがあろうか

33�だが、その力が分
割されているのであれ
ば、そのそれぞれは限
りなく分割されているの
でなければならないこと
になって、もはやそれ自
体では全体としてある
のではなく、分割によっ
て無力となるであろう

35�それに、部
分が異なれば
力も、異なるの
であれば、（わ
れわれの）意識
の（可能性も）な
くなってします
であろう

37�次に、たとえば弱い光がそうでもあ
るように、或るものの影像はそれの本
体から切り離されてしまうと、もはやあ
りえないのであるし、一般に他のものに
依存して存立を得ているものは、すべ
てその本体の影像であるから、人がそ
れを本体から切り離してしまうと、それ
の存立を不可能にしてしまうのである

40�同様にあの第
一位のものに由来
するそれらの力も、
あの第一位のもの
から切り離されてし
まうとありえないこと
になるのである

41�だが、もしそうであればそ
れらの力があるところには、そ
れらの力の源となっているあの
世界の第一位のものも同時に
あることになるだろうし、したが
って、再び、「同じものが分割さ
れてしまわずに全体として同時
にいたるところにある」ことにな
るであろう

10
1 だが、これに対し
て、もし人が、「或る
ものの影像は必ず
しもそのアルケテュ
ポン（本体）と結び
ついている必要は
ない」と言うのであ
れば

ーーというのも、肖像の
基となっている本体が
去ってしまっても、肖像
はありうるのであるし、
また火が去ってしまって
も、暖かさは暖められた
もののなかにありうるか
らであるがーー

まず、本体とその肖像のばあいに、もし人
が、「その肖像を描いたのは画家である」と
言うのであれば、われわれは、「本体がそ
の肖像を作ったのではなくて、画家が作っ
たのである。なぜなら、その肖像はその画
家の肖像ではないからである。しかし、たと
え人が自分自身を描いても、やはりそうで
ある」と言うであろう

7�なぜなら、そ
の肖像を描いた
のは、画家の肉
体でもなけれ
ば、模倣されて
いる形でもない
からである

8�すなわち、
「そのような肖
像を作ったのは
画家ではなく
て、色のこれこ
れしかじかの配
合である」と言
わねばならない
のである

10�そして厳密
には、そのばあ
いの肖像すなわ
ち似姿の制作
は、たとえば水
や鏡や影のばい
のそれとはちが
うのである

11�つまり、水や鏡のな
かに映っている似姿や
影のばあいには、厳密
に言えば、より先にある
本体から自らの存立を
得ているのであり、その
本体から生じているの
であって、

そこに生じてい
る似姿は、その
本体から切り離
されてしまうと、
そこに生じてい
るものとしてあ
ることはできな
いのである

15�そして、これ
と同じ仕方で、
より弱い力もよ
り先なるものか
ら生じるのだと
考えねばならな
いのである

17�他方、火を
例にとった主張
についてである
が、暖かさを火
の似姿であるな
どと言ってはな
らないのである
し

ーーただし、もし人
が、「火も暖かさの
なかに含まれる」と
言うのであれば、話
は別である。なぜな
ら、そのばあいに
は、暖かさを火とは
別にしているのでは
ないからであるーー

20�それにま
た、暖められた
物体は、火が遠
ざかると、直ち
にではなくて
も、暖かくあるこ
とを止めて、冷
たくなってしまう
のである

22�なお、その人たちが
それらの力を消滅して
しまうものとするのであ
れば、まず第一に、彼ら
は不滅なるものは一つ
だけであると主張して、
魂や知性を消滅するも
のとしてしまうことにな
るであろう

24�そしてさら
に、有は流れ去
るものではない
のに、その有に
由来するものを
流れ去るものと
してしまうことに
なるであろう

25�とはいえ、し
かし太陽はどこ
に据えられてい
ようと、同じ場
所に同じ光を提
供するのである

26�だが、これに対し
て、もし人が、「太陽は
同じ光を提供するので
はない」と言うのであれ
ば、彼はまさにその点に
おいて、「太陽のもつ物
体が流れ去る」という見
解を支持していることに
なるであろう

29�しかしながら、あの
第一位のものから生じ
たものは不滅であり、魂
もどんな知性も不死で
あることは、他のところ
でも詳しく述べられたの
である

11
1 しかしながら、もし知
性的なものが全体とし
ていたるところにあるの
であれば、すべてのも
のがその知性的なもの
の全体を分取している
わけではないのは、どう
してなのであろうか

2�どうしてかし
こには第一位の
ものがあり、さら
に第二位のも
の、そして、そ
れに続く他のも
のがあるのであ
ろうか

5�そなわるものは、これ
を受け取ることになって
いるものの適性に応じ
てそれにそなわるので
あって、ト・オン（有）は
有の領域のいたるとこ
ろにあって、自己自身に
欠けるところはないので
あるが、

そなわることのできるもの
のみがそれ（有）にそなわる
のであり、そなわることので
きる範囲内で、それを場所
としてそれにそなわるので
はなく、いわば透明なもの
が光にそなわるようにして
それにそなわるのだと考え
ねばならない

7�ただし、濁っ
て不透明なもの
にとっての分取
は、別の意味で
考えねばならな
いのであるが…

9�なお、第一位のもの
どもと第二位のものども
と第三位のものどもは、
順位や力や異なりによ
ってそのように区別され
ているのであって、場所
によって区別されている
のではないのである

10�というのも、このばあい
には、それら異なっているも
のが一緒にあることを妨げ
るものは何もないからであ
って、それはたとえば魂と
知性と、そして高度と低度
の知識のすべてが一緒に
あることを妨げるものはな
いようなものなのである

12�もっとも同じ対象から、
目は色彩を知るが嗅覚は
匂いを知るのであり、感覚
がちがえばちがったものを
知るのであるが、それらは
すべて一体をなしているの
であって、ばらばらに離れて
いるのではないのである
が…

15�してみると、
あの知性的なも
のは多彩多様
なであることに
なるのではなか
ろうか

16�たしかに、
多彩なものはま
た単一なもので
もあり、多がす
なわち一でもあ
るのである

16�なぜなら、
ロゴスは一つで
ありかつ多様で
もあるのであっ
て、ト・オン（有
るもの）は全体
として一つだか
らである

17�というのも、
有るものには異
もそなわってい
るのであって、
異他性は有るも
のに属するから
である

17�なぜなら、
事実、異や異他
性は有らぬもの
に属することは
ないからである

18�それに、有るものは一
なるものに密着していて区
別されず、有るもののある
ところには一なるものもあっ
て、有るものにそなわって
おり、有るものと一体をなし
ているのであるが、その一
なるものはまたそれ自体で
もあるのである

20�なぜなら、
それは、（有るも
のから）離れて
いても、（有るも
のに）そなわる
ことが可能でも
あるからである

22�だが、感性
的なものの知性
的なものへのそ
なわり方と

ーー感性的なもの
のうちでそなわって
いるものどもに限っ
て言えば、そして知
性的なものにそな
わっている者どもに
限って言えば、のこ
とであるがーー

知性的なものの
知性的なもの自
身へのそなわり
方とは異なって
いるのである

23�なぜなら、物体の魂へのそ
なわり方と知識の魂へのそな
わり方も異なっており、二つの
知識があって、そのいずれもが
同じもののなかにあるばあいに
は、一方の知識の他方の知識
へのそなわり方も異なっている
からである

24�だが、物体の物体
へのそなわり方は、以
上に述べたいずれとも
異なっているのである

12
1 なお、しばしば経験
することであるけれど
も、大気中に音声や音
声によることばが発せら
れるばあいに、耳が傍ら
にあると、これを受け取
って感知するのである

2�そして、もし
あなたが人気
のない空き地で
一方の耳をそば
だてると、その
耳にも音声やこ
とばがやって来
るのである

4�いや、む
しろ耳がそ
のことばの
ほうに来た
のである

5�そして、多くの眼が
同じもののほうを見た
のであり、たとえ視覚対
象が眼から離れたとこ
ろにあっても、それらの
眼のすべてが同一の観
ものによって満たされた
のである

6�なぜなら
眼があり、
耳があった
からである

7�まことに、魂を持つこ
とのできるものも、これ
と同じような仕方で魂
を持つのであって、たと
え魂を持つものが異な
っていても、それらは同
じものから魂を得るの
である

9�そして、音声はその
大気中のいたるところ
にあったのであるが、し
かし部分に分割された
一つ一つの断片として
ではなくて、全体が一
体をなして、いたるとこ
ろにあったのである

10�視覚のばあいに
も同じことが言える
のであって、空気が
栄光を受けて形姿
を持つばあい、その
空気の持つ形姿は
部分に分割されて
はいないのである

12�なぜなら、
視覚はどこに据
えられようと、そ
こで、その形姿
を把握するから
である

13�むろん、こ
の視覚に関する
見解が、全面的
に容認されるわ
けではない

13�しかしとに
かく、視覚によ
る分取は同一の
ものを対象とし
ているから、ここ
で例として出さ
れたのだと考え
てもらいたい

14�それに音声
のばあいには、
「形が全体とし
て空気中のいた
るところにあるこ
と」は、さらに明
白な事実なの
である

16�なぜなら、声に発せら
れたことばが全体としてい
たるところにあって、それぞ
れの聴覚がそのことばの全
体を同じように受け取るの
でなければ、聞く人のすべ
てに同じことが聞こえるは
ずはなかったからである

19 そこで、もしこのばあい
に、音声全体がその大気の
全領域に広がり、「音声のこ
の部分は大気のこの部分と
結合しているけれども、別
の部分は別の部分に配分
されている」ということは決
してないのであれば、

「魂は部分に分けられて物体の諸
部分に配分され、物体に広がって
いるのではなくて、魂のそなわって
いる物体には、そのいたるところに
そなわっており、分割されることな
しに宇宙万有のいたるところに偏在
している」ことを疑わねばならぬ理
由など、どうしてありえようか

24�そして何らかの仕方で
物体に宿った魂は、すでに
大気中に発せられた音声に
たとえられるであろうし、肉
体にはいる以前の魂は、音
声を発する人や音声を発す
るであろう人にたとえられる
であろう

26�しかしむろん、
たとえ肉体に宿って
も、その魂は音声を
発する人に相当す
る者から離れている
のでは決してない

27�彼は音声を
発しながら音声
を持ちかつこれ
を他に与えるの
である

28�それゆえ、音声
のたとえは、われわ
れの取りあげている
問題に完全にあて
はまるわけではない
が、しかしとにかく、
或る点においては
類似性を持っている
のである

29�けれども、魂に関する事柄は別
のピュシス（原理）に属する事柄な
のであるから、魂の或る部分は物
体のなかにあるけれども、別の部
分はそれ自身であると解するので
はなくて、全体として自己自身のな
かにあるととtもに、また全体として
多くのもののなかにも現れると解さ
なければならないのである

32�そしてさらに、魂以
外のものが魂を得るた
めにやってきて、すでに
他のものどものに宿っ
ていた原理と同じ原理
（すなわち生命の原理
としての魂）を、秘かに
自分のものとするので
ある

34�つまり、魂はすでに
前以て準備されていた
のであるが、しかしそれ
は、魂の部分が或る特
定のところにあって、そ
れが特定の物体のもの
にやって来てそのなか
にはいりこんだというよ
うな意味で準備されて
いたのではなくて、

「やって来た」と言われ
る（魂の生命原理として
の）部分は、この世界に
やって来たように見えは
するけれども、すでに全
体として自己自身のな
かにあったのであり、現
在も自己自身のなかに
あるのである

36�もしそうでなけ
れば、それはまた、
いったい、どのよう
にして、この物体界
にやって来たのであ
ろうか

38�それゆえ、魂がやって来たので
はないのに、現に物体にそなわって
いるのが見られるのであれば、しか
も分取するであろう物体を待つこと
なしに（その物体に）そなわってい
るのが見られるのであれば、明らか
に、その魂は、自己自身だけであり
ながらその物体にもそなわっている
ことになる

40�だが、もしその
魂が自己自身だけ
でありながら、しか
も特定の物体にそ
なわっているのであ
れば、その物体が
魂のほうにやって来
たことになる

42�しかし、もしそう
であれば、<本当に
有るものの外にある
もの>が<本当に有
るもの>のもとにや
ってきて、生命の世
界にはいってきたこ
とになるが、

この生命の世界
は自己自身だ
けで有るのであ
り、しかも自己
自身の嵩の面
で分割されるこ
とはないのであ
るから

ーーというのも、
その世界は嵩
ではなかったか
らであるがーー

全体として自己
自身のみで有っ
たのであり、そ
の世界にはいっ
てきたものは、
嵩のなかにはい
ってきたのでは
なかったのであ
る

46�したがって、
そこにはいって
きたものは、生
命の世界の一
部だけを分取し
たのではなかっ
たのである

47�むろん、他
の物体がそのよ
うな生命の世界
にはいってきて
も、やはりその
世界の全体を
分取することに
なるであろう

48�したがって、もし「その
生命の世界は、それらの物
体のいずれのなかにも全体
として（ある）」と言うことが
許されるのであれば、同様
に、個別的な物体のすべて
に（その世界が全体として）
内在していることになるで
あろう

49�してみると、
数において一つ
の同じ世界が、
分割されること
なしに、全体と
して、いたるとこ
ろに偏在してい
ることになるで
あろう
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1 では、全天界
や全生物への
生命の世界の
広がりは、どこ
にその起源を持
っているのであ
ろうか

2�生命の世界
は、広がり（大き
さ）を持ってはい
ないのである

2�われわれが感覚のみ
に頼るから、これまでの
論述に疑いをはさむよう
になるのであって、その
感覚はわれわれに、「生
命はここやあそこにあ
る」と告げるけれども、
ロゴス（理性）はわれわ
れに、

「生命がここやあそこにある
ということは、広がりを通し
てここやあそこに伸びてい
るということではない。すべ
て広がりのあるものは、そ
れ自体で広がりのないもの
としてあるところのそれ（生
命）を分取しているのであ
る」と告げるのである

7�それゆえ、もし或
るもの(A）が別の或
るもの（B）を分取す
るのであれば、明ら
かにその或るもの
（A）は、自己自身を
分取するのではな
いのでなければなら
ない

8�もしそうでな
ければ、それは
<分取している
もの>ではなく
て、<それ自体
であるもの>で
あることになる
であろう

8�したがって、
もし物体が或る
ものを分取する
のであれば、そ
の分取の対象
は、物体であっ
てはならないこ
とになる

9�なぜな
ら、それは
すでに物体
を持ってい
るからであ
る

10�だから
物体は、物
体でないも
のを分取す
るのでなけ
ればならな
い

10�してみ
ると、大きさ
も、大きさを
分取するの
であっては
ならないで
あろう

11�なぜな
ら、大きさは
すでに大き
さを持って
いるからで
ある

11�つまり大きさ
に（別の大きさ）
が加えられて
も、以前にあっ
た大きさが<大
きさ>を分取す
ることにはなら
ないのである

13�なぜなら、二ペ
ーキュスの長さが三
ペーキュスとなるの
ではなくて、基体の
持っているポソン
（量）が、以前と以
後では変わったにす
ぎないからである

14�もしそう
でなけれ
ば、二それ
自体が三と
なることに
なるであろ
う

15�それゆえ、もし<部
分にわかれているもの>
や<一定の量的な広が
りを持っているもの>が
別の種類のものを、あ
るいは一般に<別のも
の>を分取するばあいに
は、

<分取されるもの>
は<部分にわかれ
ているもの>でも<
広がりを持っている
もの>でもなく、また
一般に<或る量のも
の>であってもなら
ないことになる

17�したがって<部分に
わかれているものにそ
なわることになっている
もの>は、不可分なるま
まに全体がいたるところ
にありながら、それにそ
なわるのでなければな
らないことになる

18�ただし、その<
部分にわかれてい
るものにそなわるこ
とになっているもの
>は、「小さなもので
あるから分割されな
い」のではないので
ある

19�なぜなら、小さなものは
どんなに小さくても<分割
可能なもの>であるし、そ
れに、部分にわかれている
ものの全体には適合しない
であろうし、増大していくも
のであれば、その増大に合
わせてぴたりと結合するこ
ともないであろうからである

22�しかしま
た点という
ような意味
で<不可分
なるもの>
であっても
ならないの
である

23�なぜなら、
嵩は、一つの点
ではなくて、自
己自身のうちに
無限の点を持っ
ているからであ
る

23�したがって、その嵩
に分取されるものも無
限の点でなければなら
ないことになるであろう
し、もし無限の点でなけ
ればならないのであれ
ば、連続せるものでは
ないことにもなるであろ
う

23�したがっ
て、適合す
るようなあり
方をしてい
ないことにも
なるであろ
う

24�それゆえ、嵩全体が、自己
自身にそなわっているもの全体
を持っているのでなければなら
ないとしたら、その嵩は自己自
身のあらゆる部分で、それを持
っているのでなければならない
ことになるであろう

14
1 しかし、もし
同じ一つの魂が
いたるところに
あるのであれ
ば、どうしてそ
れが、個別的な
ものに固有の魂
なのであろうか

2�それに、
どうして或る
魂は優れて
善く、或る魂
は劣って悪
いのであろ
うか

3�あのすべてにそ
なわることになって
いるものは、個別的
なものに十分にいき
わたっているととも
に、すべての魂を持
ち、すべての知性を
もっているのである

3�というのも、それ
は一つであるととも
に無限であり、すべ
てを一括して同時
に所有するととも
に、それぞれを個別
的に区別されたも
のとして所有しても
いるからである

5�しかし<
個別的に区
別されたも
の>と言って
も、ばらばら
に分かれて
いるわけで
はない

5�なぜなら、その真に有る
ものはすべてを、すなわち、
すべての生命、すべての
魂、そしてすべての知性を
一括して同時に所有してい
るという、まさにそのような
意味にもいてこそ、無限な
るものと呼ぶことのできるも
のでもあるからである

6�それで、その
真に有るものに
含まれているも
のは、それぞれ
が境界でもって
区別されている
のではないので
ある

7�だからま
たそれら
は、一つで
もあるので
ある

7�というのも、その
真に有るものの持
つ生命は一つだけ
ではなくて、無限で
なければならなかっ
たのであるが、その
生命は一つでもあ
るからである

9�すなわち、その一
つの生命は次のよ
うな意味で、つま
り、すべての生命が
一体のものとして同
時にあるという意味
で一つなのである

10�ただし、そのばあ
い、すべての生命が集
められて一かたまりに
なっているから一体を
なしているのではなく
て、一つの源から発し、
かつ自己の発した源に
もとどまっているから、

いや、むしろその源から
発したのではなくて、間
断なく発していたという
意味で、その源にとどま
っているから、そのよう
な意味で一体をなし、
一つなのである

12�というのも、
あの世界では、
生成するものは
何もないからで
ある

12�してみると、
そこには分割さ
れるものもない
ことになるが、
それを受け取っ
たもの（人もしく
は物体）には分
割されるように
見えるのである

14�それで、あ
の世界にあるも
のは太古の初
めから有るので
ある

15�そして生成
するものはあの
真に有るものに
近寄り、見かけ
のうえでそれと
結合し、それに
依存して（有る
ことを得て）いる
のである

17�だが、
われわれは
ーーしかし
「われわれ」
とは何であ
ろうか

17�はたし
て「われわ
れ」は、あの
真に有るも
のであろう
か

17�それとも、あ
の真に有るもの
に近寄っていく
もので、時間の
制約のもとに生
成するものなの
であろうか

18�いや、「われわれ」
はこの世界に生まれて
くる前にも、あの世界で
現在のわれわれとは別
の人間として存在して
いたのであり、或るもの
（としての真のわれわ
れ）は神々でもあったの
である

19�すなわち、あの世界でのわ
れわれは純粋な魂であり、全真
実性と結びついた知性だった
のであって、知性的なものの部
分だから個別的に区別されて
いたのでもなければ、ばらばら
に切り離されていたのでもな
く、知性的なものの全体に属し
ていたのである

22�なぜなら今
でも、知性的な
ものから切り離
されてしまって
いるのではない
からである

23�しかし今
は、別の（感性
的な）人間が有
ることを欲して、
あの（知性的
な）人間に付け
加わっているの
である

23�すなわち、
その感性的な
人間が「われわ
れ」を見つけ

ーーというのも、
「われわれ」は
万有の外にある
のではなかった
からであるがー
ー

「われわれ」を自分
自身でぐるりと囲ん
で、「われわれ」各
人があの時そうで
あったところのあの
知性的人間に自己
自身を付けたしてし
まったのである

ーーそれはたとえば、一つの音声
や一つのことばが有る時に、別の
人が他のところから耳をそばだて、
これを聞いて受け取り、現実に活動
しているものが彼の聴覚に達する
時、聴覚がこれを所有することによ
って、いわば現実に作用している聴
覚となるようなものなのであるーー

28�そして、われわ
れは二つの人間の
合わさったものとな
り、以前にわれわれ
であったものだけで
はわれわれではなく
なったのである

30�そして、あの以
前の知性的な人間
が活動せずに、或る
意味ではそなわっ
ていない時には、後
から付け加えられた
ものだけがわれわ
れとさえなるのであ
る

そなわっている
時とそなわっ
ていない時が
あるのか？

15
1 だが、やって
来て付け加わっ
たものは、どの
ようにして付け
加わったのであ
ろうか

2�それには自分に
ふさわしいものを得
る素質がそなわっ
ていたから、自分に
ふさわしいもの（とし
ての真のわれわれ）
を獲得したのである

3�つまりそれ
は、魂を受け取
るにふさわしい
ものとして生成
していたのであ
る

3�だが、これに対して、そ
の素質を持たずに生成して
くるものは、たとえ魂が全
体としてそばにあっても、魂
はそれのみのためにあるの
ではないから、そのすべて
受け取ることはできないの
である

5�たとえば人間
以外の動物や
植物たちがこれ
にあたるが、そ
れらは取得可能
の程度のものし
か獲得しないの
である

6�それはたとえば、音声が
意味を伴ったことばとして
発せられた時に、或るもの
は音声と衝撃しか受け取ら
ないが、別のものは音声に
伴う響きと一緒にことばも
受け取るのに似ているとい
えよう

8�かくして生きものは、
この世に生まれてくる
と、真に有るものから自
分にそなわる魂を持つ
ことになるのであって、
その生きものが有るも
のの全体に結びついて
いるのは、まことにこの
魂を通してなのである

魂と神の
結び付き
の説明に
使える

9�だが、その生
きものにそなわ
っている肉体
も、空虚なもの
でもなければ魂
にあずかってい
ないものでもな
いのである

10�すなわち、
その肉体は以
前に魂のないも
ののなかに横た
わっていたので
もないのである

12�それどころか
（受け取るのに）適
しているがゆえに
（魂の）いわば近くに
生じ、もはや単なる
物体としてではな
く、生きている肉体
として生じたのであ
り、

いわば（その魂に）接近することに
よって魂の痕跡のようなものを享
受したのであるが、その痕跡のよう
なものはあの魂の部分ではなく、い
わばその魂からやってきた或る種
の暖気もしくは照明のようなものな
のであって、これがその肉体のな
かに、欲求や快楽や苦痛を生ぜし
めたのである

18�そしてその
肉体は、この世
に生まれ出た生
きものに無縁の
ものではなかっ
たのである

19�かくして、神的なものに由来する魂
は、自己自身の性格にしたがって自分
だけで静かな生を送っているのである
が、肉体のほうは弱さゆえに騒いで、ひ
とりで右往左往し、外からの衝撃を受
けるとすぐに生きもののト・コイノン（全
体）に向かって叫び声をあげ、自分自
身の秩序のなさを全体に伝えるのであ
る

24�それはたとえば、集会にお
いて長老たちは沈思黙考しな
がら席についているけれども、
無秩序な民衆が食糧を要求し
たり、自分たちのこうむっている
苦しみを数えあげて非難したり
して、集会全体を醜い混乱に陥
れるのに似ているといえよう

28�それゆえ、その
ような人びとが静か
になって、思慮ある
人のことばが彼らに
達すると、大衆は然
るべき秩序を回復し
て、劣悪なものが
支配するのをやめ
るのである

29�だが、もし
そうれでなけれ
ば、優れたもの
が沈黙して、劣
悪なものが支配
することになる
のである

30�なぜなら、騒々
しさのあまり、大衆
は上からのことばを
受け取ることができ
なかったからで、こ
れこそが国家や集
会にとっての悪徳な
のである

33�だが、これはまた人間の悪
徳でもあるのであって、彼は自
分のなかに快楽や欲望や恐怖
という「民衆」を持っており、そ
のような人は、そのような民衆
に自己自身を引き渡すことによ
って、快楽や欲望や恐怖に自
己の支配権を委ねているので
ある

35�しかし、この群集を隷属さ
せ、かつての自分であったあの
真なる人間へともどった人は、
あの真なる人間の生をおくると
ともに、自己自身とは別のもの
としての肉体には与えるものを
与えながら生きる、あの真なる
人間としてあるのである

48�だが、これに対して、或
る時には善き生をおくり、或
る時には劣悪な生をおくる
人がいるが、その人は、真
の自己自身としての善きも
のと、自己自身とは別の劣
悪なものの混じりあった者
としてあるのである

16
1 しかしながら、もしあ
の原理が劣悪なものと
なることはないとすれ
ば、そして、魂は右に述
べたような方法で肉体
のなかにはいり、かつそ
れにそなわるのであれ
ば、

「魂が周期的に下降し、ま
た上昇する」とか、「魂が罰
を受ける」とか、「魂が人間
以外の生きものの肉体には
いりこむ」と言われているこ
とを（『パイドロス』
248c-249b）、われわれ
は何と説明すればよいので
あろうか

4 というのも、われわれは、魂につ
いて最善の探求を行なった昔の愛
知者たちから、そのような教えを受
けついでいるのであって、いまわれ
われの間で展開されている議論が
それらの教えと一致協和すること
を、あるいは少なくとも矛盾しない
ことを示すように心がけるのは、当
然のことだからである

8 さて、「あの原理を分取する」
ということは、「あの原理が自己
自身から離れて、この感性界の
諸事物のなかにはいってくる」
ということではなくて、「感性界
の原理のほうがあの原理のな
かにはいって、あの原理を分取
する」ことだったのであるから、

明らかに、「昔の愛
知者たちの『やって
来た』ということば
は、『物体の種族が
あの世界にはいっ
て、生命や魂を分
取する』という意味
であり、

一般に、『やって来た』
は場所的な意味で言わ
れているのではなくて、
魂と肉体との交わりが
どのようなものであるか
がそのことばであらわさ
れているのである」と言
わなければならない

13�したがって、「下降する」と
は「肉体のなかにはいる」こと、
つまり、われわれの言っている
ような意味で「魂が肉体にはい
る」ことであり、「魂が肉体に自
分のほうから或るものを与え
る」ことであって、「魂が肉体の
ものとなる」ことではないのであ
る

15�これに対し
て「去る」は、
「肉体が魂とい
かなる交わりを
持たない」こと
である

16�だが、この宇宙万有の
諸部分のそのような交わり
は、一定の秩序のもとに行
なわれるのであって、知性
界のいわば最辺端に位置
する魂は、力において物体
界に隣接しており、両者の
間隔も比較的短いのである
から、

そのようなピュ
シス（もの）の持
つノモス（定め）
に基づいて、頻
繁に自己自身
の或るものを肉
体に与えること
になるのである

20�だが、魂と肉体
のそのような交わり
は悪であり、そのよ
うな交わりからの解
放は善であると言
わなければならない
のである

21�それは、
どうしてな
のであろう
か

23�たとえ特定の肉体のも
のとはならなくても、とにか
く何らかの意味で特定の肉
体の魂と言われるばあいに
は、その魂は、何らかの意
味で全体（としての魂）から
出て、部分的な魂となって
いるからである

魂は部分に分
けられるもので
はないから、解
説は「魂の一
部が感性界の
個別的な物体
と係わりを持つ
こと」としてい
る

24�つまり、その魂は全体のも
のではあっても、それの活動は
もはや全体に向けられているの
ではないのであって、それはた
とえば、知識は全体的なものと
してあるのであるが、その知識
を持っている人が部分的な定
理の領域で活動しているばあ
いに似ていると言えよう

27�そのばあい、彼
にとっての善は知識
の部分的な領域の
なかにあったのでは
なくて、彼の所有す
る知識全体の領域
のなかにあったのだ
からである

部分的な
善、すなわ
ち人間の
善は、善で
はないのだ
ろうか？

29�してみると、その魂も知
性界全体のものであって、
部分を全体のなかに秘め
ているのであるが、いわば
全体から部分へと跳び出し
自らも部分となり、その部
分に自らの活動を集中する
のであって、

それはすべてを燃
やし尽くすことので
きる火が、その力の
すべてを保持して
いるにもかかわら
ず、小さなものを燃
やすように強いられ
ているようなものな
のである

32�なぜなら、その魂は、全
体として離れている時に
は、個別的な魂でありなが
ら個別化されていないので
あるが、場所によって分け
られているのではないけれ
ども活動によって個別的な
ものとなっているばあいに
は

ーー或る意
味では全体
的なもので
もあるとはい
えーー

或る種の部
分であっ
て、全体で
はないから
である

35�だが、いかなる物を
も支配していないばあ
いには、その魂は完全
に全体としてあるので
あって、その時には、い
わば可能態において部
分であるにすぎないの
である

36�なお、「ハデスの国
にはいること」が「見え
ざる国にはいること」で
あれば（『クラテュロス』
403a 5-6）、それは
「離脱」を意味している
のである

37 だが、もし
「或る劣った場
所」を意味して
いるとしても、ど
うして驚くことが
あろうか

38�今でも、「わ
れわれの肉体
のあるところに、
しかもその肉体
の占めている所
と同じところに
魂もある」と言
われているから
である

40�だが、も
はや肉体が
ない時に
は、どうであ
ろうか

41�もし影が引
き離されていな
ければ、むろ
ん、その影のあ
るところに魂も
あるであろう

ホメロス
『オディッ
セイ』にお
いて、人び
との死後、
その影が
ハデスに
住むと考え
られている

41�だが、もし愛知（と
しての哲学）がその魂
を影から完全に解放す
るならば、その魂は影
のみを劣った場所に残
して自らは清浄なもの
となり、完全無欠なもの
となって知性界へもどっ
ていくであろう

43�これこれ様
のものから生じ
る影について
は、右のとおり
である

45�しかし純粋な魂が純粋
な自己自身にいわば輝きを
与えた時には、その魂は高
次の世界に傾くことによっ
て、自己自身を集中して全
体者となり、現実態におい
てあるのではないけれども
消滅してしまったのでもな
いのである

47�以上の
件について
は、これくら
いにしておこ
う

48�そして
再び初めの
議論にもど
って話して
いくことにし
よう


